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��
大
通
り
振
興
会
が
、
駅
前
大

通
の
花
壇
に
花
の
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス

タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
１
株
ず
つ
丁
寧

に
植
え
て
い
き
、
花
壇
は
あ
っ
と
い
う
間
に

き
れ
い
な
花
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
会
長
は
、「
立
派
に
で
き
た
駅
前

大
通
を
大
切
に
保
存
す
る
た
め
に
皆
さ
ん
の

協
力
で
毎
年
続
け
て
行
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　�
�
�
チ
ュ
ウ
ベ
シ
ナ
イ
川
の
清
掃
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
！
パ
ン

ケ
」
と
当
別
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が
協

力
し
て
同
川
の
本
通
り
橋
付
近
の
花
壇
に
コ

ス
モ
ス
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
人
た
ち
で
雑
草
や
石
を
取
り
除

き
、
花
壇
を
き
れ
い
に
し
て
か
ら
一
列
ず
つ

丁
寧
に
種
を
蒔
き
、
会
長
の
辻
野
さ
ん
は

「
８
月
が
見
頃
に
な
る
の
で
、
み
な
さ
ん
に

見
に
来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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　�
�
�
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
つ
つ
じ

会
が
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
花
の
苗
な
ど

約　

種
類
を　

円
か
ら　

円
の
格
安
で
販
売

５０

１０

５０

す
る
即
売
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
を
連
れ
た
お
母
さ
ん

な
ど
が
、
同
会
手
作
り
の
ケ
ー
キ
や
お
茶
を

楽
し
ん
だ
り
、
花
の
種
類
を
聞
い
た
り
と
会

話
を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　�
�
�
�
農
業
ク
ラ
ブ
の
生
徒

が
、
自
ら
の
手
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
よ
う
と
自
分
た
ち
で
育
て
た

花
の
苗
を　

当
別
駅
前
広
場
に
植
え
付

JR

け
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
赤
や
黄
色
、
ピ
ン
ク

の
あ
ざ
や
か
な
色
に
彩
ら
れ
た
花
壇

に
、
イ
チ
イ
の
木
を
彫
っ
た
手
作
り
の

看
板
を
立
て
「
町
内
に
花
を
植
え
る
活

動
は
楽
し
い
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
花

壇
を
見
て
ほ
し
い
」
と
清
々
し
い
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。

　�
�
�
�
街
道
景
観
保
存
会
が
国

道
3
3
7
号
の　

線
か
ら　

線
の
間
5

１６

１７

5
0
ｍ
に
ル
ピ
ナ
ス
の
苗
千
株
を
植
え

付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ル
ピ
ナ
ス
は
、
青
山
地
区
に
群
生

し
て
い
る
も
の
で
、
同
会
に
所
属
す
る
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど　

人
が
参
加
し
、
元

３０

気
に
根
付
き
、
き
れ
い
な
花
が
咲
く
こ
と

を
願
っ
て
丁
寧
に
移
植
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
こ
れ
か
ら
草
取
り
な
ど

手
入
れ
が
大
変
だ
け
ど
、
花
が
咲
く
の
が

楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
６
月
１
日
）

（
６
月
5
日
）

（
６
月
１
日
）

（
5
月　

日
）

30

（
5
月　

日
）

31
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　今日は「日記の日」だそうである。「アンネ
の日記」という小説にちなんで出来たらしい。
　町長の日記を書き出して、今月で４５回目に
なるが、来月で私の任期は切れるから、その
先は続けられるかどうか。
　朝から札幌大通りでYOSAKOIソーラン祭
りフィナーレがあった。
　当別町からは「ふとみ元風会」が参加する
ので見に行った。
　大通り公園は踊り隊と観客で雪祭り以上の
人出だった。各市町村から３３４チームが華麗
に乱舞しながら次々と通過していって、やっ
とふとみ元風会と書いた立派な 地方車 を先頭

じかたしゃ

に当別町チームが近づいてきた時は感動し
た。　　
　道外や国外からも参加している素晴らしい
踊り隊に少しもひけをとらないで我が当別町
のチームが踊っている姿を見て、うれしくて、
うれしくて両手を振って声援してしまった。
　踊っている人達は別に当別町代表という意
識はなく楽しんでいるだけかもしれないが、
私には札幌市や函館市それに白老町や三石町
と互角に演じている姿に感動し涙が出てし
まった。
　その頃、町内の若葉球場では全道自治体職
員石狩ブロック(7チーム）の野球大会で当別
町役場チームが優勝したと電話があった。
　最近は残業が多くて練習もままならない
上、自分達でダックアウトや外野の塀のペン
キ塗りまでしていたのに"スゴイ人達だ"と
思った。
　４５回書き綴った日記の中で蕨岱小のたった
一人の卒業式の事や、川下小の閉校が決まり
全世帯が参加していた最後の運動会の事など
印象深い日記もあるが、最近いろんな人が頑
張っている姿は私の胸の中で日記よりも鮮明
にいつまでも残りそうだ。
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中谷広子さん（東裏） 菅　純子さん（六軒町）

大澤光江さん（六軒町） 荒戸恵子さん（樺戸町）

大沢種苗店さん（弥生） 佐々木裕美子さん（元町）

林　ミネさん（末広） 金子景次郎さん（太美町）

五賀利雄さん（太美町）

　花を愛する方のコミュニケーションの場としてお庭を公開し
ていただける皆さんです。すてきなお庭を鑑賞しませんか。
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